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憎しみはいさかいを引き起こす。 

愛はすべての罪を覆う。 

　　　　　　　　（箴言10 : 12） 

吉岡記念館 



 



　吉岡記念館は2006年４月に開館し、今年３年目を迎えています。建物名称は、

第２代院長吉岡美国からつけられました。吉岡院長は「聖書と礼拝なくして学

院なし」と明言し、建学の精神を死守されたと聞いています。この精神は、学

院草創期から継承され、新しい時代に相応しい形で次の世代へと引き継ぐ重要

な役割を担っている古くて新しい建物が吉岡記念館です。 

　吉岡記念館の位置は、学院正門を入りすぐ右手に創立者ランバスの名を冠し

たランバス記念礼拝堂があり、その西側に吉岡記念館、神学部校舎があります。

キリスト教主義精神の拠点となるシンボルゾーンと言ってもいい領域です。 

　吉岡記念館とランバス記念礼拝堂の間はベルスクエアと呼ばれ、周辺には聖

書に記されている植物が20数種類ほど植えられていますし、多くの樹木が植樹

され緑に囲まれた建物です。ベンチもいくつか備えられていますので、立ち寄っ

て周辺や館内を散策されてはいかがでしょう。 

　また、記念館の北側（裏側）と関西学院会館の間に東西に細い道がつけられ

ています。この道の両側には、大小多種類の樹木が茂っています。特に今の時

期は、数種類の紫陽花が花開いており、道を抜けると保護樹木に指定されたク

スノキの大木が十数本日陰を作っています。四季それぞれに趣のある空間です。 

　注意し見ていると今まで気づくことのなかった日常の風景に小さな発見や感

動を覚えることもあるでしょう。朝、夕などは樹木や草花のみならず鳥の声、

風の音も聞こえます。すがすがしい気持ちを与えられ、神への祈りと恵みに感

謝を覚えるものです。このように、学院の自然環境を大切にする精神は、教育

の場における欠かせない環境維持の一つの表れだと思います。自然環境に恵ま

れた広いキャンパスの中で、自分の心休まる場所を見つけてみるのも楽しいこ

とではないでしょうか。 

　本来の人間であろうとする自分自身の生き方や日常生活の上で大切な価値は

何なのかを見つめ、考えてみる機会として自然と向き合うことも必要ではない

かと思わずにはいられません。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉岡記念館事務室次長） 

高 　 松 　 旦 　 治  

吉岡記念館のある風景 
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●中国四川省大地震・ミャンマーサイクロン被災者救援チャリティーコンサート 
宗教センターでは宗教活動委員会の被災者救援募金活動を支援し、教職員、学
生・生徒が一体となった取り組みの最終日としてチャリティーコンサートを企
画いたしました。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

　　と　き：６月30日（月）午後６時30分～午後８時 
　　ところ：中央講堂 
　　主　催：関西学院宗教センター 
　　共　催：ヒューマンサービスセンター、関西学院大学学生部、 
　　　　　　国際教育・協力センター、関西学院大学生活協同組合 
　　出　演：聖歌隊、ハンドベルクワイア、バロックアンサンブル、 
　　　　　　ゴスペルクワイア、応援団総部、中国人留学生、ミャンマー難民学生 
　　サポート：総部放送局、宗教総部 

なお、岩手宮城内陸地震を覚えて、併せて募金箱を設置いたします。 
今回の活動で集まった募金はＮＣＣ（日本キリスト教協議会）を通じ各地にお
届けいたします。 

 

●ＣＤ・ＤＶＤライブラリー 
　吉岡記念館事務室宗教センターには、教会音楽、キリスト教に関するＣＤやＤ

　ＶＤを備えています。本学学生及び教職員（学生証または身分証明書必要）で
　あればどなたでも利用できますので、希望者は事務室までお越しください。 

 

●使用済み切手収集にご協力ください 
　本学では日本キリスト教海外医療協力会（ＪＯＣＳ）切手部の活動に協力し、

　使用済み切手の収集をしています。通常切手も対象としていますのでどうぞ吉
　岡記念館常設の回収箱にお届けください。 

 

●大阪梅田キャンパス・チャペル 
　阪急梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー１４階の大阪梅田キャンパスでは、

　授業期間中の毎週金曜にチャペルアワーを開催しています。 
　　　７月４日（金）、11日（金）　18：00 ～ 18：20 
 　　【メッセージ】アンドレアス・ルスターホルツ（宣教師） 
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